
 

「読み取りに手間が掛かったり，解答時間に不足が生じるような傾向は見受けられなかった。」「設

問数，配点，設問形式等試験問題の構成は適切である。」「文章表現・用語は，教科書の一般的な表

現を使用しており，適切である。」「平均点は昨年度よりも下がったが，難易度は適正である。」「得

点のちらばりは，おおむね正規分布に近い形を示しており，適正である。」 

なお，問題構成について，「基礎的内容の出題がやや多い」とのご指摘をいただいた。指摘を真摯

に受け止めるとともに，留意すべき課題であると認識している。 

３ ま  と  め 

当分科会ではこれまで，共通テストの本旨を尊重し，①高等学校における「簿記・会計」の基本

的な知識の習得度及び学習の達成度を判定すること，②入学者選抜のための適正な資料を提供する

こと，の２点を基本方針として問題作成に当たってきた。思考力・判断力を重視する共通テストの

方針に沿った形で問題作成を行ったが，「簿記・会計」は令和８年度からの共通テストでは出題され

ない。他方，商業高等学校の各学科において共通的な基礎科目としての位置付けは新教育課程にお

いても維持されており，我が国の商業を担う人材を育てる意味で非常に重要な役割を有することに

は変わりがない。 

この科目のこれまでの出題には多くの問題作成委員・点検委員が関わり，良質な問題が提供され

てきた。この資産が，商業高等学校のみならず，大学や専門学校での商業教育においても，簿記・

会計的な基礎を商業の各分野の問題解決に応用するために求められる基礎力を養うための教材等

として活用されることがあれば幸いである。 

 

 

 

 

 

 

『旧情報関係基礎』 

問題作成部会の見解 

１ 出題教科・科目の問題作成方針（再掲） 

○ 情報と情報技術についての科学的な探究の過程を重視する。問題の作成に当たっては，専門教育を

主とする「農業，工業，商業，水産，家庭，看護，情報及び福祉」に設定されている情報に関する基礎

科目を出題範囲としていることを踏まえ，情報及び情報技術の基本的な知識と，考え方，基本的なアル

ゴリズムの理解とそれを実現する方策，プログラミングやアプリケーションソフトウェアを活用した

データの処理や分析，問題解決の方法の理解を問う問題などを含めて検討する。 

２ 各問題の出題意図及び自己評価等 

第１問（必答問題） 

第１問の出題の基本方針は，コンピュータや情報技術に関する基本的な事項についてその理解を

問うことであり，日常生活に応用される情報技術の特徴や利用上の注意から，情報のデジタル化に関

して基礎となる知識や理解，論理的思考力まで，幅広く問う出題とした。第１問は三つの小問からな

る。問１は，ネットワークセキュリティについての基本的な知識を測る問題である。問２は，高等学

校における電子掲示板を題材に，データの表現とその性質を理解する力を測る問題である。問３は，

有限状態機械を題材に，図と文章で表された規則に従って機械的な操作を行う論理的思考力を測る

問題である。 

第１問については，情報分野に関連する基本的な内容をバランスよく出題しており，総じて内容・

範囲ともに適切であったと考える。 

第２問（必答問題） 

第２問は，情報技術に必要な「ものの考え方」とその応用能力を問うことを目的としている。特

に，「情報技術を学ぶ上で必要な論理的で明晰な思考力に関する必答問題」としており，情報の表現

やモデル化，論理推論などが出題範囲として想定されている。本年度は，「動画配信サービスでのレ

コメンデーション」という状況を題材に，アルゴリズムを理解し分析する力や論理的な思考力を測る

問題とした。問１は，簡単なアルゴリズムを理解する力を測る問題である。問２は，より複雑なアル

ゴリズムとその結果の分析を行う集合演算を理解する力を測る問題である。さらに問３は，二つのア

ルゴリズムの性質を分析し両者の関係性を理解する思考力を測る問題である。 

第２問については，特定の学科の知識に偏ることのない内容・範囲となっており，また，思考力・

判断力・表現力等を問う問題であったと考える。 

第３問（選択問題） 

例年と同じく，第３問は問題解決のためのアルゴリズムを理解し，それを具体的な手続きとして

実現する能力を問う問題である。本年度はコンビニエンスストアの出店候補地を検討するために複

数の条件を検証するためのプログラムを題材にした。なお，特定のプログラミング言語を用いること

によって生じる不公平を避けるため，プログラムの記述には DNCLを使用した。問１では，アルゴリ

ズムの説明文を正しく読み取って理解し，簡単な例で実際に検証できる思考力を問う。問２と問３で

は，問１の考え方を手続きとして実現する能力を問う。特に，問２では主に繰り返しや条件式などの

プログラムの基本構造を正しく運用できる能力を，問３ではさらに二次元配列やフラグ変数を正し

く運用できる能力を問うている。 
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第３問は，問題文中に正解を導き出すために必要な情報が含まれており，与えられた情報を読み

解いてプログラミングを活用した問題解決を実現するための思考力・判断力・表現力等を問う問題で

あったと考える。 

第４問（選択問題） 

第４問は，情報の統合的な処理手法の理解や問題解決能力と論理的思考力について合わせて問う

ことを目的に，アプリケーションソフトウェアの利活用に関する問題を出題している。問題では，学

校の花壇における種まきに必要な情報をはじめ，複数の区画を持つ花壇を管理し，花を育てるための

情報を整理する場面を想定している。種の購入金額や，月ごとの花壇の様子をシミュレーションする

ことを題材として，表計算ソフトウェアを用いて問題解決を行うために必要な基礎的な知識と思考

力，表計算ソフトウェアで処理して得られた結果を読み取る力を問うている。問１では，花壇に種を

まく花の情報から，種の在庫に対し不足する種の購入金額の集計処理を扱っている。問２では，種ま

きの時期と観賞時期をスケジュール表としてまとめ，各月に花が観賞できる区画の数を求める処理

を扱っている。問３では，指定した月に種まきを行う区画を示した上で，指定した月の花壇の状況を

シミュレーションし，各花の鑑賞できる予定期間を表示する処理を扱っている。 

第４問は，内容・範囲が偏ることなく適切な難易度で，思考力・判断力・表現力等を問うことがで

きたと考える。 

３ ま  と  め 

『旧情報関係基礎』の問題作成に当たっては，第１問で情報及び情報技術の基本的な知識と理解を問

い，第２問で情報技術に必要な「ものの考え方」と応用能力を問い，第３問で基本的なアルゴリズムの

理解とそれをプログラムで実現する能力を問い，第４問でアプリケーションソフトウェアを使った統合

的な問題解決の方法の理解を問う問題作成方針とした。第１問と第２問が必答問題で，第３問と第４問

を選択問題とした。 

試験科目『情報関係基礎』は，専門教育を主とする高等学校における様々な情報に関する基礎的科目

をその出題範囲として，平成９年度に開始された。最終年度である令和７年度に至るまで，情報に関わ

る資質・能力を幅広く評価・判定できるような問題の作成を積み重ねてきた。特に，日進月歩で進歩す

る情報技術において「常識的な知識の範囲」の確定が難しい場合が多々あり，多くの試行錯誤を重ねて

きた。また，これまでも共通教科「情報」を履修した生徒も少なからず受験しており，そのことにも配

慮した出題を行ってきた。 

以上に述べた，平成９年度から令和７年度に至るまでの作問に関する知見の蓄積には，計り知れない

ものがある。その蓄積は，令和７年度に共通テストにおいて新設された『情報Ⅰ』に引き継がれている。

恐らく『情報関係基礎』の蓄積なくしては，『情報Ⅰ』の実施は不可能であったろう。その観点からも，

平成９年度から『情報関係基礎』の科目を新設し，29年間にわたって問題を作成してきた関係者の方々

に厚い敬意を表したい。 

 

 

 

理     科 

『物理基礎/化学基礎/生物基礎/地学基礎』の「物理基礎」，『物理』 

第１ 高等学校教科担当教員の意見・評価  

「物理基礎」 

１ 前     文  

「物理基礎」は，身の回りの事物・現象への関心を高め，日常生活や社会との関連を図りなが

ら，科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する科目である。 

今回の受験者数は18,379人であり昨年度より430人増加した。全受験者461,505人に対する「物

理基礎」選択者の割合は約4.0％で，昨年度とほぼ同じ割合であり，「物理基礎」選択者の傾向に

大きな変化はなかったが，他の基礎科目と比較すると選択者数は最も少ない。また，「物理基礎」

受験者全体の平均点は24.78点で，昨年度（28.72点）より3.94点減少した。なお，評価に当たっ

ては，21ページに記載の８つの観点により，総合的に検討を行った。 

２ 内 容・範 囲 

  内容については，基礎的な知識や法則の理解について問う基本的な設問を中心とし，法則に基づ

き日常生活における現象と関連させて考える設問など，単なる知識ではなく思考力・判断力・表

現力等を問う設問も多く，出題趣旨に則したものであった。また，探究的な活動から，科学的な

見方，考え方が身に付いているかどうかを問う設問も多く見られた。基礎的な知識を問う基本問

題，文字式や数値により求める計算問題，グラフや現象を探究的に扱った思考問題等，全体的に

バランス良く出題された。 

  出題範囲も力学，波，熱とバランス良く出題されていた。電気分野は第３問で熱分野と同時に扱

われていた。放射線についても第１問の小問集合の中で出題されており，物理基礎の内容からバ

ランス良く出題されていた。 

第１問 小問集合形式で，１問が放射線，１問が力学，２問が波からの出題であった。問２

には，それぞれの小物体の最高点での速さを正確にイメージすることが求められ難易度が

高かったと思われる。 

問１ 放射線の性質や利用についての基本的な知識を問う設問であった。 

問２ 同じ質量の三つの小物体を，同じ速さで，水平な床に対しそれぞれ違う条件で打ち上

げたときの最高点の間の関係を問う設問であった。問題文からそれぞれの小物体の最高点

での運動状態をイメージする必要があり，力学的エネルギー保存則について定性的に考察

することが求められた。しかし，「斜面に沿って打ち出すと真上に打ち出すよりも最高点は

低くなる」，または「力学的エネルギー保存則から打ち上げる角度に関係なく最高点の高さ

が一緒になる」などの単純な推論や，放物運動の最高点で水平方向の速度を見落とし，「最

高点での速さは０となる」などの誤認の結果として，正答率が13.50％とかなり低くなった

と考えられる。正答率だけで見ると，物理基礎の設問の中で最も低かった。ただし，正答

率は低いが，力学的エネルギー保存則の概念理解を問うための良問であることに間違いな

－226－




